
PPビン

オガ培地を人がこねる

冬季の副業としてキノコ栽培をしていた

栽培用のガラスビン

「白いキノコ」への警戒心を解く消費宣伝

『なめ茸茶漬け」がキノコ加工食品の元祖

新しい技術を積極的に導入

５ 広報なかの ２０１８．11 ４広報なかの２０１８．11

ナ
カ
ノ
ノ
キ
ノ
コ
の

進
化
論

特
集

エリンギの生産量
ブナシメジの生産量

エノキタケの生産量

1964
年

1966
年

1968
年

1970
年

1972
年

1974
年

1976
年

1978
年

1980
年

中
野
市
と
い
え
ば
、
き
の
こ
　
　
。

こ
の
言
葉
に
首
を
横
に
振
る
市
民
は
い
な
い
と
言
え
る
ぐ
ら

い
、
き
の
こ
は
中
野
市
を
代
表
す
る
名
産
品
。

現
在
、
エ
ノ
キ
タ
ケ
は
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
り
、
ブ
ナ
シ

メ
ジ
、エ
リ
ン
ギ
も
全
国
で
15
％
以
上
の
生
産
量
を
占
め
る
。

1982
年

1984
年

1986
年

1988
年

1990
年

1992
年

1994
年

1996
年

1998
年

2000
年

2002
年

2004
年

2006
年

2008
年

2010
年

2012
年

2014
年

2017
年

2016
年

5,500㌧

11,000㌧

16,500㌧

22,000㌧

27,500㌧

33,000㌧

38,500㌧

44,000㌧

49,500㌧

55,000㌧

260㌧
1964 年の
エノキタケ生産量

54,661㌧
2017 年の
エノキタケ生産量

※ JA中野市のキノコ生産販売経過より

1928年

金
井
地
籍
の
小
島
喜
八
氏
が
試
験
的
に
エ
ノ
キ
タ
ケ

の
ビ
ン
栽
培
を
行
う

壁
田
地
籍
の
高
山
三
氏
が
エ
ノ
キ
タ
ケ
の
ビ
ン
栽
培

を
開
始
す
る

京
都
・
伏
見
の
森
本
彦
三
郎
氏
が
エ
ノ
キ
タ
ケ
人
工
栽
培
に
つ
い
て
発
表

自然栽培から人工栽培へ

こ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
屋
代
中
学
校
生
物
教
諭
で

あ
っ
た
長
谷
川
五
作
氏
が
ビ
ン
栽
培
を
考
案

1948年

戦
後
の
時
期
、
特
許
の
期
限
切
れ
も
あ
り
、
次
第
に
エ
ノ
キ
タ
ケ
の
ビ

ン
栽
培
が
一
般
へ
普
及
す
る

1950年

中野市でもビン栽培を開始

1957年1960年

エ
ノ
キ
タ
ケ
生
産
の
グ
ル
ー
プ
が
各
地
で
結
成
さ
れ
る

元
祖
ナ
メ
タ
ケ
『
な
め
茸
茶
漬
』
が
京
都
市
嵐
山
の
料
亭
「
錦
」
で
開

発
さ
れ
る
。
エ
ノ
キ
タ
ケ
の
加
工
食
品
需
要
を
作
り
出
す

1964年

中
野
市
農
協
誕
生（
え
の
き
茸
部
会
発
足
）

1965年

副業から本格生産に

機械化が進み、大規模な通年での栽培へ

一
本
木
地
籍
の
小
田
切
正
義
氏
が
冷
房
栽
培
を
開
始
。
１
年
を

通
し
た
栽
培
を
目
指
し
、
冬
季
以
外
で
の
生
産
を
試
み
る

東
京
市
場
な
ど
で
販
売
宣
伝
を
行
い
、
販
路
の
拡
大
が
進
む

先
人
た
ち
が
紡
い
だ
技
術
と
進
化
へ
の
意
欲
。

そ
の
現
在
地
を
探
る
　
　
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
Ｐ
Ｐ
ビ
ン
栽
培
と
コ
ン
テ
ナ
が
導
入
さ

れ
、
機
械
化
が
急
速
に
進
む

1967年

種
菌
セ
ン
タ
ー
稼
働
開
始
。
種
菌
の
専
門
的
供
給
を
確
立
す
る

こ
と
で
、
エ
ノ
キ
タ
ケ
生
産
量
の
安
定
化
を
図
る

1970年

エ
ノ
キ
タ
ケ
集
出
荷
セ
ン
タ
ー
稼
働
開
始
。
集
出
荷
の
一
元
管
理
が

行
わ
れ
、
運
賃
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
出
荷
の
効
率
化
に
つ
な
が
る

1977年

ブ
ナ
シ
メ
ジ
の
生
産
開
始

1978年

ワ
ン
ル
ー
ム
栽
培
シ
ス
テ
ム
の
導
入
。
生
産
者
の
大

規
模
化
、
企
業
化
の
引
き
金
に
な
る

1980年

エ
リ
ン
ギ
の
生
産
開
始

2002年

エ
ノ
キ
タ
ケ
液
体
種
菌
を
導
入
。
生
産
期
間
の
短
縮

と
生
産
量
の
拡
大
が
図
ら
れ
る

2008年

日
本
癌
学
会
で
田
中
茂
男
氏
が
「
エ
ノ
キ
タ
ケ
と
健
康

に
関
す
る
免
疫
調
査
」
を
発
表
。
エ
ノ
キ
タ
ケ
の
が
ん

予
防
効
果
が
提
唱
さ
れ
、
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る

1988年

A

A

B

B

C

C

D

D

F

F

G

各
地
域
で
エ
ノ
キ
タ
ケ
培
養
セ
ン
タ
ー
設
置
。
生
産

者
グ
ル
ー
プ
で
培
養
ビ
ン
の
製
造
供
給
を
行
っ
た

1993年

E

E

日本の生産量の約４割！

中野市のエノキタケは

G


